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研究成果の概要 
全体会議やユニット研究、国際会議等によりメンバー相互の連携、成果共有、議論を推進し、地域・

分野の枠を超えた統合的共同研究体制を確立するという領域目標を達成することができた。人が生み
出す物質的環境に支えられた知のシステムとしての文化形成について、日本列島、メソアメリカ、アンデ
ス、オセアニア各地の実態と比較検討から、出ユーラシア地域の特性を明らかにした。多様な分野から
得られる成果を突き合わせ、人工的環境構築から超自然的信念の生成、社会階層の発達やドメスティ
ケーション等について、生物学的視点と文化的視点を統合的に理解する三元ニッチ構築モデルを発展
させ、過去と現在をつなぐ一貫した人類史観を提示した。 
 
研究分野：考古学 認知科学 文化人類学 生物人類学 心理学 遺伝学 生態人類学 医学 

考古科学 哲学 神経科学 
 
キーワード：統合的人類史学 文明動態 ニッチ構築 物質文化 文化進化 認知考古学 三

次元計測 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
現在、ヒト（ホモ・サピエンス）は地球上に約 80 億個体生活しており、家畜と合わせると陸

上脊椎動物のバイオマスの 9 割を占めている。ヒトが、これほど異常な生物学的「繁栄」に達し
たのはなぜか。大規模で複雑な社会組織、高度な科学技術、巨大な世界宗教を含む様々な宗教的
信念など、他の動物行動とは大きく異なる特異的な様相が現れたのは、文明形成期である。文明
形成期は、200 万年にわたるヒト属の進化を通して継続した遊動的狩猟採集生活が大きく転換し
た時期であり、後代の社会・文化の基礎となった。我々がどのようにしてここに至ったのかを知
るためには、文明形成がどのようにして起きたかを明らかにする必要がある。 
従来の研究の問題点は、文明形成を二項対立的、還元論的に捉えていることである。自然と文

化、心と物質、という概念を所与のものとして扱うため、文化そのもの、心そのものを根本的に
問い直すことができていない。物質文化の技術的機能と、人間の心に訴えかける芸術的・認知的
機能についても、これまで二項対立的に捉えられてきた。こうした従来の枠組みでは、自然と文
化の間の複雑な相互関係、心と物質が不可分に結び付いて展開する文明形成の実態を捉えるこ
とができないため、何が現代社会に至る爆発的かつ急速な社会的・文化的変化をもたらしたのか、
という問題が十分明らかにされていない。 
生物としての人間と文化の関係に着目した研究として、ヒトの身体（脳・遺伝子）と文化が相

互に影響を与えつつ共進化してきたとする研究や、生物が自ら環境を変化させ、その変化が次の
世代以降の進化に影響するという「ニッチ構築」の視点から人類史を叙述しようとする試みが進
められているが、文明形成期に何がどのように起きたかについての包括的理解は進んでいない。
その理由は、人間が生み出す物質文化の果たす役割が十分に検討されていないためである。ヒト
が作り出す物質的環境の在り方は、いくつかの地域でこの 1 万年間で質的にも量的にも大きく
変化した。この「文明形成」過程に共通しているのは、それまでのヒトの生活の基本であった遊
動的な狩猟採集生活で進化してきた社会的規範や行動パターンなどが、大きく転換していった
ことである。この人類史における重要な転換がどのようにして起こったかを理解することは、現



代社会における喫緊の課題（人口爆発、頻発する戦争、差別、貧困、環境破壊、格差の拡大など）
の起源を明らかにすることであり、それらの解決方法を検討する際の重要な指針となるもので
ある。 
 
 
２．研究の目的 
 
そこで本領域研究は、自然と文化、心と物

質をつなぐ人間自体、人間の行為と認知に
焦点を絞り、これまでにない文明形成論を
展開する。具体的には、人間が物理的に生み
出す物質、人間の身体、そしてそれらの相互
作用の中核にあって文化を生み出す心とい
う 3 つの視座を確保する（図１）。この視座
の下に、文明形成期の物質文化に焦点を当
て、人間に特異的な「ニッチ（生態的地位）」
がいかに形成されてきたかを明らかにする
統合的人類史学の構築を目指す。 
人文社会科学で扱う文明の地域研究・比

較研究という従来型の枠にとらわれず、人
類史の観点から生物としてのヒトが自然界
の中で特有な社会進化を遂げ、文明化を果
たした要因・プロセスを多層的に解析する
ことができる、今後の文明研究に貢献しう
る情報・研究成果を発信する常設の研究体
制を確立しようとするものである。 
 
 
３．研究の方法 
 
文明を生み出すヒトの特異性はどのようなものか、多様性はどのようにして生まれるのか、そ

のプロセスでヒトの社会・文化・身体がどのように変わったのか、を明らかにするためには、物
質文化においていつ・どのような変化が起こったかについて実証的に研究する考古学的研究、身
体を介したヒトの認知・行動と環境とのインタラクションにおいて何が起きているかについて
の民族誌的調査及び脳神経科学・心理学的メカニズム研究、さらに集団の動きや身体的変化に関
する自然人類学、遺伝学的研究の統合が不可欠である。 
本研究では、ユーラシアを出てボトルネックや極限的状況を超えて拡散したホモ・サピエンス

の最終到達地域である、アメリカ大陸・日本列島・オセアニアの 3 地域を対象として設定し、異
なる自然環境・歴史的経緯の下で独自に展開した複数の「文明形成」プロセスを「自然実験」と
して体系的に比較することで、要因間の関係や共通するプロセス、差異の発生と拡大などを抽出
する（図２）。この戦略的地域設定により、同じ時代のアフリカ・ユーラシア大陸には既になか
った、ヒトにとって「白紙」の環境（フロンティア）への適応過程の中で、自然環境への働き掛
け、特異な認知や行動の発現、共生生物との関係構築などをより純粋に観察できる。 
 

図１ 本領域研究の基本的視座（モデル） 

図２ 出ユーラシア地域を対象とする体系的比較研究 



４．研究成果 
 
（１）統合的人類史学研究体制の構築 
年に 2 回、計 10 回の全体会議を開催してメンバー相互の連携、成果共有、議論を推進したこ

とにより、地域・分野の枠を超えた統合的共同研究体制を確立することができた。文明創出に関
わる認知的基盤、物質的環境による心や身体の変化について定量的に分析し、さらに地域や時代、
分野を拡大して継続的に研究成果を生み出せる研究基盤を構築するという本領域の中心的課題
の達成により、出ユーラシア地域に進出した集団の実態、人工的環境構築と時空間認知や社会の
複雑化の関係、出ユーラシア地域における文明形成過程、超自然的観念、戦争のあり方等につい
て多くの新しい知見を得ることができ、これまでユーラシア地域の事例をもとに構築されてき
た文明観とは異なるヴィジョンを得ることができた。 
 

（２）共同研究の推進と成果公開 
分野を超えた統合的研究を推進するため、本領域研究の重要課題に焦点を当て、各計画研究班

を横断し異なる専門領域をもつ研究者が共同でタスクにあたる「ユニット研究」をたちあげた。
これは本領域研究を特徴づける取り組みの一つといえる。ユニット研究には、「ランドスケープ
ユニット」、「Domestication ユニット」、「人間生物学ユニット」、「食と栄養ユニット」、「ヒトと
動物の生贄儀礼ユニット」、「ヒト形人工物の顔・身体表現分析ユニット」等があり、それぞれで
活発な研究を実施した。その成果として、様々な論文等が発表された。また、岩波『科学』に掲
載された「特集 文明をつくる力―心と環境の相互作用」、Psychologia 誌の特集「Integrative 
Science of Human Historical Science: How Can Psychology, Archaeology, Anthropology and 
Biology Work Together」、心理学評論の「特集：心理学と人類史研究の接点」、『景観で考える―
人類学と考古学からのアプローチ』などの特集や書籍を刊行した。 
 
（３）国際会議・シンポジウムの開催 
文明形成期に相互に独立して展開したこのプロセスを比較分析することにより、生物として

の個人の能力を超えた知のシステムとしての文化が形成される在り方について、日本列島、メソ
アメリカ、アンデス、オセアニア各地の実態を明らかにし、その成果をメキシコ、ハワイ、日本
で開催した国際会議において国際的に深化、共有、公開した。メキシコで開催した会議、および
ハワイで開催した会議のプロシーディングスは、本領域ウェブサイトよりダウンロード可能で
ある。 
また、ユーラシア大陸からアメリカ大陸への拡散の実態については、国際シンポジウム「ベー

リンジア：ユーラシアからアメリカへの人類の拡散」を開催して最新の研究成果に基づく議論を
深めた。シンポジウムの動画は、日本語版・英語版を岡山大学文明動態学研究所の YouTube で公
開しており、アラスカ大学から論文集も刊行した。 
暴力や戦争と文明の関係については、申請時から重要なテーマとして計画研究を設置してい

たが、領域研究期間に生じた国際的な情勢を受けて改めて喫緊の検討課題と位置づけ、国際シン
ポジウム、公開シンポジウムを開催して、議論を深めるとともに、成果を広く公開した。 

 
（４）三元ニッチ構築モデルの発展とさらなる課題への挑戦 
ニッチ構築という視点と物質文化研究を統合の核とすることにより、多様な分野から得られ

る成果を相互に突き合わせ、ドメスティケーションを含む環境利用・改変の在り方と認知的ニッ
チ構築の関係について、生物学的視点と文化的視点を統合的に理解する三元ニッチ構築モデル
を発展させ、過去と現在をつなぐ一貫した人類史観を提示した（図３）。 
 



 
本領域研究で得られたこれらの成果に基づき、その発展・深化版といえる新しいプロジェクト

として、物質と心の共創関係のメカニズムをさらに追及する、学術変革領域研究（A）「マテリア
マインド―物心共創人類史学の構築―」が、令和 6 年度より始動することとなった。 
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